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令和５年２月６日 

十 日 町 市 博 物 館 

 

 

 

「食べものがたり」は、日本遺産「究極の雪国 とおかまち －真説！豪雪地ものがたり

－ 」の５つの物語の中のひとつで、食は十日町市が世界に誇る雪国文化の重要なコンテ

ンツです。本展では、重要有形民俗文化財「十日町の積雪期用具 3,868 点」の中から食生

活用具を展示して、日本遺産「究極の雪国 とおかまち」の食文化の知恵である、「漬ける」

「仕込む」「貯える」を紹介します。 

 

１ 会期・観覧料ほか 

 (1) 会 期 令和５年２月 18 日（土）～３月 26 日（日） 

(2) 時 間 午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで） 

(3) 観覧料 500 円（常設展も見学可、団体 20 名以上 400 円） 

         中学生以下無料 

(4) 休館日：毎週月・火曜日（3/20・21 は開館） 

 

２ 同時開催[TOPPAKU×キョロロ]連携企画について 

 (1) 内 容 キョロロ出張・ミニ展示「美人林ものがたり」 

 (2) 場 所 十日町市博物館 冬季企画展会場内 

(3) 特 典 上記の期間中、博物館と森の学校「キョロロ」の２館に入館された方 

に、博物館オリジナルシールをプレゼント。（受付でキョロロの半券を 

提示してください） 

 

３ 報道機関向け展示説明会 

(1) 日 時 ２月 18 日（土） 午前９時 30 分～午前 10 時 30 分 

(2) 会 場 十日町市博物館 企画展示室 

 

４ ＜参考情報＞ 雪国の食文化を体験できるツアー 

  「大地の芸術祭」の里 越後妻有 2023冬 SNOWART オフィシャルツアー  

『五感で味わう！雪見御膳＆SNOWARTツアー』 

３月12日(日)までの毎週土曜日に催行 

 

 

（次のぺージあり） 

冬季企画展「究極の雪国 食べものがたり」を開催します 

十日町市 



 

５ 添付資料  

・冬季企画展「究極の雪国 食べものがたり」チラシ 

・「『大地の芸術祭』の里 SNOWART 2023 冬」オフィシャルツアーチラシ 

 

 ■お問合せ先  

 十日町市博物館（ＴＯＰＰＡＫＵ） 

 担当：菅沼 亘  ☎025-757-5531 



ツケナ洗い ダイコ干し ツケナとニーナ ダイコタテ ミソダマ

十日町市文化観光推進協議会提供

キョロロ・出張ミニ展示「美人林ものがたり」
同時開催 ［ TOPPAKU×キョロロ］連携

上記の期間中、当館と森の学校「キョロロ」の2館に入館された方に

オリジナルシールをプレゼント！ （受付で半券を提示ください）

・入館時のマスク着用、手指消毒、検温にご協力ください。
・新型コロナウィルス感染症拡大の状況により、入館制限を行います。
   また、上記の内容が変更・中止になる場合があります。

お
願
い

観  覧  料：500円 （常設展も見学可・団体20名以上400円）
　　　　   中学生以下無料
開館時間：9:00 ～ 17:00 （入館は16:30まで）
休  館  日：毎週月・火曜日 （3/20・21は開館）

〒948-0072   新潟県十日町市西本町1-448-9
TEL：025-757-5531 ／ FAX：025-757-6998
URL：https://www.tokamachi-museum.jp/
e-mail : museum.10@city.tokamachi.lg.jp

共催：十日町市博物館友の会

究極の雪国 食べものがたり

2月18日㈯ ▶3月26日㈰

T O P P A K U

日本遺産「究極の雪国 とおかまち」の食文化の知恵、「漬ける」「仕込む」「貯える」を紹介!
重要有形民俗文化財「十日町の積雪期用具3,868点」の中から食生活用具を展示!

アクセス
・ほくほく線、JR飯山線 
  十日町駅から徒歩10分

・関越道 六日町IC、
  越後川口ICから車30分

・北陸道 上越IC、
  上信越道 豊田飯山IC
  から車80分

十日町駅

至小千谷 R117

ほくほく線・飯山線

西線通り

西小学校

十日町市博物館

総合体育館

情報館

越後交通

十日町郵便局 通行止めクロステン

至津南

2 0 2 3  冬季企画展
T O P P A K U






